
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンネームによる事業承継支援 

南小国町商工会 吉村和美 

事業者名:福一ラーメン 

業 種 :飲食業 

 

 

店舗外観 

【企業概要】 
 休日にはバイカーや観光客が多く行きかう国道 212 号線沿いに立地する地元客や観光客に人気の
ラーメン店。夫婦二人で営業し高齢で後継者がいない。新型コロナウイルス感染症による休業等で 
自身の体力低下・体力の限界を感じ、事業承継を模索している。 
   
（創業）  平成７年７月 
（代表者の年齢） ７３歳 
（現状分析）・強み→地元小国郷の３種類の味噌を使った特製の味噌ラーメン、メニューに合わせた 

3 種類の麺。バイク乗りをはじめ観光客が立ち寄りやすい立地。 
      ・弱み→夫婦で営業しているが共に高齢で体力的な限界を感じている。 
      ・機会→事業承継支援施策・支援機関の増加 
      ・売れ筋商品・顧客ニーズの把握→特製味噌を使った味噌ラーメン。観光地である南小国 

町の中で通いやすい価格帯の料金。 
      ・競合する店舗等→近隣に飲食店は少ない（高価格帯の観光客向けの飲食店） 
 
【支援課題・支援計画】 
（支援課題）・事業承継支援 
（短期計画）・様々な事業承継マッチング支援策の紹介・登録・伴走支援。 
（中⾧期計画）・マッチング時の後方支援（交渉・契約等）、承継者の事業計画策定・創業支援等 
 

     支援テーマ 

 創業 

 経営革新 

 地域資源活用・新連携 

 農商工連携・６次産業 

 販路拡大・販路支援 

 海外展開・海外販路開拓 

 事業再生・再チャレンジ 

〇 事業承継 

 ものづくり 

 雇用・労務関係 

〇 資金繰り 

 持続化補助金 

 その他 

 支援前の課題 

担当者コメント 

前任の澤田経営指導員からの継続支援案件。地元

で愛され、観光客からも人気のラーメン店を残し

ていけるように熊本県商工会連合会特任支援課と

連携して事業承継支援を続けていきたい。 



 
 テレビに出た効果でお客様が増加しありがたく思っています。 
 事業承継の取り組みやテレビ出演についても、初めてのこと 
で何かと不安でしたが、商工会より手厚く支援を受けながら取 
り組みができ、不安を解消することが出来ました。 
 後継者がいないなど事業承継に悩みを抱える他の事業者にも、 
商工会に相談するよう勧めていきたい。 
 
 
 

 

                                                       

 
フェーズ１ 事業承継マッチング登録支援 
 

第三者への事業承継希望があったため、熊本県商工会連合会特任支援課とともに日本政策金融公庫事業承継 
マッチング支援及び熊本県事業承継・引継ぎセンターの制度について説明し、マッチング支援の登録を実施。事
業譲渡に係る代表の意向・条件などの確認を実施。 
 
フェーズ２ 県連会報を活用したオープンネーム事業承継マッチング支援 
 
 熊本県商工会連合会が年 6 回 19,000 部発行している県連会報に「事業を譲り渡したい事業者」として掲載。
事業名や強み、事業者の想いを公開することで顔の見えるマッチングを実施。事業譲渡希望を公開するためセン
シティブな部分なども含む可能性があるため、代表である畔柳氏の意向に沿う形での掲載を行った。 
 
フェーズ３ メディアを活用したオープンネームマッチング支援 
 
 フェーズ２の会報によるマッチング支援を行ったことで、メディアの目に留まり BS テレビ東京「タタムなん
てもったいない!」に出演。全国的な事業承継マッチングを行った。現在他県からオファーが数件入ってきてお
り事業譲渡に向け畔柳氏の意向に沿った伴走支援を特任経営指導員と共に行っていきたい。また、全国ネットで
紹介されたためお客様がとても増加したとのこと。 
 
（進捗・効果） 

親族内には日曜だけ手伝ってくれている⾧男がいらっしゃるが、別途違う職に就いていらっしゃる。また奥様
が８３歳と高齢で体力的に限界を感じておられるため早期の第三者承継希望されている状況。特任経営指導員と
力を合わせて引き続き早期の承継を支援していきたい。 
 
      （県連会報記事）             （TV 映像） 

支援内容 

事業者様の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


